２００７年６月８日
韓国に半導体・液晶パネル向け特殊材料ガス貯蔵所を竣工
昭和電工株式会社（社長：高橋  恭平）は、２００６年８月に設立した当社１００％子会社「韓国昭和化学品株式会社」（以下、現地子会社）を通じて、昨秋より建設を進めてまいりました韓国京畿道安城（アンソン）市にある特殊材料ガス貯蔵所（安城ガスセンター）を完工させて、昨日、竣工式を行いました。
　韓国の半導体・液晶パネルメーカーの生産規模はここ数年で急拡大し、これらに向けられる特殊材料ガス（エッチングガス（※１）、クリーニングガス（※２）、成膜ガス（※３）等）の需要も同様に拡大しています。当社は、これまで韓国向け特殊材料ガスの配送については、当社の川崎製造所から行っていましたが、このたび韓国内にガスセンターを設置し、信頼性の高い配送体制を整備しました。今後は、韓国のお客様へ、より一層、タイムリーに配送してまいります。
なお、現地子会社は、昨年１１月より韓国のお客様からの受注活動、技術・品質上のサポート活動を開始しています。（２００６年１０月１８日付け当社ニュースリリースご参照）今般、本ガスセンターの完工により、現地子会社の機能の一層の拡充を図ります。　
当社は、中期経営計画「プロジェクト・パッション」において、特殊材料ガスを含む「半導体プロセス材料」を、当社グループの成長を牽引する成長ドライバーに位置づけています。５つの販売拠点（日本、台湾、中国、シンガポール、韓国）と２つの生産拠点（日本、台湾）により、今後も高品質な製品を高成長が期待されるアジア市場に安定的にお届けし、２００８年には、「半導体プロセス材料」の売上を３００億円に引き上げる計画です。
（※１）エッチングガス：半導体や液晶パネルの電子回路形成の際に、シリコン基板の上を覆う薄い膜に、微細な溝や孔を刻みつけるために使用されるガス
（※２）クリーニングガス：成膜工程等で使われる製造設備に付着する不要な化学物質を取り除くためのガス

（※３）成膜ガス：シリコン等の基板に薄い酸化膜や窒化膜を形成するために使われるガス

以上

· 報道機関お問合せ先　IR・広報室　　      ０３－５４７０－３７１５

（ご参考）
貯蔵所概要

　・ 名  称  韓国昭和化学品㈱安城ガスセンター

　・ 所在地　京畿道安城（アンソン）市
　・ 面積　　敷地　４,８４０㎡、建屋延面積　７７０㎡

　

現地子会社概要

· 会社名：韓国昭和化学品㈱（Korea Showa Chemicals Co.）

· 設  立：２００６年８月

· 所在地：（本社）ソウル特別市内　
（貯蔵所）前述のとおり
· 資本金：１，５００百万ウォン（約１８０百万円）

· 社  長：高松　久雄（当社執行役員　化学品事業部長）

· 事業内容 ：半導体・液晶パネル向け特殊材料ガスの販売等
· 取扱品目 ：当社で取り扱う同ガス全て（高純度塩素、高純度アンモニア等）
「昨日、完工した特殊材料ガス貯蔵所　」　　　　「竣工式でのテープカットのようす」
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